






































































































































































































































































































































































その後の全体討論では会場 らも多く 質問が出て、活発な質疑が行われた。多様な論点が出されたが、とり け黒板とそれ以外のアカデミズムの歴史家︵辻善之助など史料編纂所の歴史家︶との＂役割＂分担のあり方が焦点となった。廣木報告のなかでも指摘され、近年山口道弘氏によって思想史的研究が進められて るように、
三上参次や辻善之助ら
＂寡




おいて日本のアカデミズム歴史学がたどった︵決して国民国家論一般に解消されない︶道のりは、近代日本のヒストリオグラフィーの特徴を示唆するのか、諸外国における近代歴史学 道のりを考える際にも示唆的な視点を提供するものでもあるのか。両側面について比較史学史の視野から考える必要があろうし、海外の研究者にも日本の近代史学 に関心をもってほしい。そのような点からも、ヨシカワ氏 著書の刊行が待ち望まれるところであ 。
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